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難病患者が安心して働ける社会の実現に向けたポイント

関係者の連携が重要
• 雇用主・患者・医療機関・行政が一体となって取り組むこと。
情報提供と支援体制の充実
• 働く上で必要な情報や支援を、各方面から継続的に提供すること。
成功事例の共有
• 実際に働いている難病患者の事例を広く紹介し、社会の理解を深めること。
患者の可能性を引き出す取り組みの推進
• 個々の能力や希望に応じた働き方を支援し、自己実現を促すこと。
誰もが働きやすい社会への前進
• これらの取り組みを通じて、難病患者に限らず、すべての人が働きやすい社会に近
づける。


